
ポスト・コロナに向けた看護職の労働環境
およびワークライフバランスにおける研究動向

東京大学大学院医学系研究科看護管理学／看護体系・機能学分野

木田亮平

2023/10/9 All right reserved by Ryohei Kida 1



日本臨床眼科学会

利益相反開示

筆頭演者：木田亮平

利益相反公表基準に該当なし
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ワークライフバランス（WLB）と看護職

nワークライフバランスとは？
• 老若男女誰もが、仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、様々な活動について、自ら
希望するバランスで展開できる状態（男女共同参画会議 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に
関する専門調査会. 2007）

就労による経済的自立が可能な社会（組織）

健康で豊かな生活のための時間が確保できる社会（組織）

多様な働き方・生き方が選択できる社会（組織）

ワークライフバランス（仕事と生活の調和）が実現した社会
（組織）

内閣府. 「仕事と生活の調査」推進サイト(https://wwwa.cao.go.jp/wlb/index.html)より演者作成.

育児や介護といった特定の属性・役割に付随する“ライフ”ではなく、仕事以外の
全般的な“ライフ”とのバランス
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ワークライフバランス（WLB）と看護職

n看護職のWLBに対する学術的関心
• PubMedでの検索結果
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WLBの位置づけ

WLB実現のためには…
• 勤務環境を整えること
• 職務心理状態を良い状態にすること

Royal college of nursing. Healthy workplace, healthy you. 
https://www.rcn.org.uk/healthy-workplace/healthy-workplaces2023/10/9 5



コロナ禍以前の状況

n看護職の労働時間・勤務環境の改善に向けた調査研究
（2019年度厚生労働行政推進調査事業費補助金地域医療基盤開発推進研究事業）

実態把握

労働時間・勤務環境と
身体的健康との関連

勤務の割り振り方と
精神的健康との関連

交代制勤務看護職における労働時間・
勤務環境の実態はどうなっているか？

どのような条件で身体的健康を脅かすか？
交代制種別別に注意すべき点は異なるか？

勤務を割り振る際の
注意点はなにか？
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交代制勤務看護職の労働時間・勤務環境の実態

日常的に1時間程度
長い勤務

ほとんどの勤務帯で
規則上の休憩時間より短い

武村雪絵, 渡邊龍之介, 木田亮平, 菅野由貴子. 交代制勤務を行う看護職員の勤務状況と就業継続を
可能とする条件：インターネット調査. 日本看護管理学会誌2020; 24(1): 164-174.
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交代制種別ごとにみた労働状況と疲労感との関連

看護職の疲労感と関連する労働状況は…
• 二交代制では、日勤・夜勤両方の労働
時間と、夜勤の回数が重要
• 三交代制では、深夜勤の労働時間・回
数と、日勤→深夜勤の勤務回数が重要

スタッフの交代制種別によって、スタッフの疲労
回避のために管理すべき労働状況が異なる．
二交代制では主に各勤務帯の労働時間と夜勤回数
を、三交代制では深夜勤の労働時間・回数、日勤

→深夜勤の逆循環シフトの回数に注意して管理す

る必要がある．

Kida, R., & Takemura, Y. (2022). Working Conditions and Fatigue in Japanese Shift Work 
Nurses: A Cross-sectional Survey. Asian Nursing Research. 

2023/10/9



勤務の割り振られ方と精神的ストレスとの関連

精神的ストレス（バーンアウト）には、労働
状況に関わらず勤務の割り振られ方が重要

特に、
• 他スタッフと比べ偏りのない勤務割り振り
• 自身や家族の事情による急な休暇が取得
できる柔軟性

• 勤務日や休暇が見通しやすい勤務表公開
時期の工夫 が重要

渡邊龍之介, 木田亮平, 武村雪絵. (2022). 労働状況および偏りのある勤務割り振り，勤務日・休暇
のコントロール感不足とバーンアウトおよび身体愁訴との関連 ―交代制勤務に従事する看護職を対
象としたオンライン調査―. 日本看護科学学会誌. 42, 63-71
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コロナ禍での看護職の経験

n流行初期6ヵ月間のフロントライン看護師の経験（レビュー論文）(Jackson et a., 2023)

• 感情的経験： 恐怖、ストレス、無力感、自暴自棄

• 身体的症状： 水分摂取やトイレ休憩も取れない、睡眠不足、食欲不振と体重減少、など

• 倫理的経験： 不十分なケアやワクチン不足、家族の不幸や愛する人の死を伝える辛さ、など

n流行下において看護師のバーンアウトと関連した要因（レビュー論文）(Stodolska et al., 2023)

• 心理状態： 不安や抑うつ、コーピング行動

• 社会的要因：スティグマ、家族との生活

• 職場要因：  労働負荷、労働状況、超過勤務の増加、不十分なマンパワー、
職場からのサポート、職場からの不十分な説明、など

• 感染症関連要因： COVID-19への恐怖、トラウマ的出来事、罹患者との接触、同僚の感染、
パンデミックによる多数の死者を目の当たりにすること、など

Jackson, M. R., Porter, J. E., & Mesagno, C. (2023). Exploring the experiences of frontline nurses during the first 6 months of the COVID-19 pandemic: An integrated literature review. Nursing open, 10(5), 2705–2719. 

Stodolska, A., Wójcik, G., Barańska, I., Kijowska, V., & Szczerbińska, K. (2023). Prevalence of burnout among healthcare professionals during the COVID-19 pandemic and associated factors - a scoping review. 
International journal of occupational medicine and environmental health, 36(1), 21–58. 
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不十分な休息（過酷な労働状況）

WLB、WFC 労働負荷、超過勤務
（過酷な労働状況） マンパワー不足、

サポート不足

組織における意思決定の歪み
（組織的不公正） 危険な労働衛生環境



コロナ禍での看護職の経験はコロナ禍特有の現象？

nWLBや看護職の心身を脅かしたもの
• 不十分な休息

• 私生活の時間が脅かされる状況（ワーク・ファミリー・コンフリクト：WFC）

• 過酷な労働状況（労働負荷、超過勤務）

• マンパワー不足、サポート不足

• 危険な労働衛生環境

…

コロナ禍以前から
着目されてきた要因

• WLBや心身の健康に対して考慮すべき視点（要因）
はコロナ禍以前～ポスト・コロナで変わらない

• 非常時には、平時から考慮すべき視点（要因）が
顕在化したのか、非常時特有の事象が発生してい
るのかを分析する必要がある
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組織全体で考えるWLB

n流行初期に専用病棟へ配置する看護職の選抜基準（武村ら, 2021）

• 感染対策技術を修得していること

• 自立して看護を実践できる基本的看護実践能力を有すること

• 基礎疾患が無いこと

• 妊娠していないこと

• 高齢者と同居していないこと

• 家族が反対していないこと

• 50歳未満であること（病院による）

• 子どもと同居していないこと（病院による）

nWLBと家庭役割属性
• 扶養する子どもがいる労働者は、いない人よりも柔軟な勤務形態を利用している

ü扶養する子どもがいない労働者はWLB制度の恩恵を受けられない

• WLB制度のほとんどは単身者は利用できず、分断を生じる可能性がある

• “WLB”の概念や実質的定義が、育児の有無に依存しており、一部の従業員に負担が強いられて
いる

該当する看護職は…？？？

de Janasz, S., Forret, M., Haack, D., & Jonsen, K. (2013). Family status and work attitudes: An investigation in a professional services firm. British Journal of Management, 24(2), 191–210. 

Haar, J., & Spell, C. S. (2003). Where is the justice? Examining work-family backlash in New Zealand: The potential for employee resentment. New Zealand Journal of Employment Relations, 28(1), 59. 
Young, M. B. (1999). Work-Family Backlash: Begging the Question, What’s Fair? The Annals of the American Academy of Political and Social Science, 562(1), 32–46. 15



ポスト・コロナ禍の働き方に向かって

nWLBの実現を目標に新しい働き方を一緒に考える

nWLBを尊重した働き方はすべての働く人に認められている権利
• 「WLB ＝ WLB制度の利用」ではない

ü制度利用の“権利”としてWLBを考えると分断が生じる可能性がある（ワーク・ファミリー・バック
ラッシュ）

• リソースは有限であるが、その中で個々のWLBを少しでも高めようという共通認識をもつ

ü個々のWLBを考えるのではなく、まずは部署全体のWLBを考える
（誰かが犠牲になって誰かを支えるのではなく、それぞれのWLBを一緒に議論する）
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ご清聴ありがとうございました
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